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歴　史 H I S T O R Y

オリンピック・パラリンピック年表

第2回 東京［日本］

第15回 ヘルシンキ［フィンランド］／第6回 オスロ［ノルウェー］

第14回 ロンドン［イギリス］／第5回 サン・モリッツ［スイス］

第13回 ロンドン［イギリス］ ＊中止

第12回 東京［日本］ ＊返上 → ヘルシンキ［フィンランド］ ＊中止

第11回 ベルリン［ドイツ］／第4回 ガルミッシュ・パルテンキルヘン［ドイツ］

第10回 ロサンゼルス［アメリカ］／第3回 レークプラシッド［アメリカ］

第9回 アムステルダム［オランダ］／第2回 サン・モリッツ［スイス］

第8回 パリ［フランス］／第1回 シャモニー・モンブラン［フランス］

第7回 アントワープ［ベルギー］ 　

第6回 ベルリン［ドイツ］＊中止

第5回 ストックホルム［スウェーデン］

第4回 ロンドン［イギリス］ 　

第3回 セントルイス［アメリカ］

第2回 パリ［フランス］

第1回 アテネ［ギリシャ］

第10回 バンクーバー［カナダ］

第14回 ロンドン［イギリス］

第13回 北京［中国］

第12回 アテネ［ギリシャ］

第11回 シドニー［オーストラリア］

第10回 アトランタ［アメリカ］

第4回 ハイデルベルグ［西ドイツ］

第3回 テルアビブ［イスラエル］

第1回 ローマ［イタリア］

第11回 ソチ［ロシア］

第9回 トリノ［イタリア］

第8回 ソルトレークシティ［アメリカ］

第7回 長野［日本］

第6回 リレハンメル［ノルウェー］

第9回 バルセロナ［スペイン］
第5回 ティーニュ/アルベールビル［フランス］

第8回 ソウル［韓国］
第4回 インスブルック［オーストリア］

第7回 ニューヨーク［アメリカ］
　　　アイレスベリー［イギリス］
第3回 インスブルック［オーストリア］

第6回 アーネム（アルヘルム）［オランダ］
第2回 ヤイロ［ノルウェー］

第29回 北京［中国］2008

第28回 アテネ［ギリシャ］2004

第27回 シドニー［オーストラリア］2000

第26回 アトランタ［アメリカ］1996

第16回 アルベールビル［フランス］
第25回 バルセロナ［スペイン］

1992

第23回 ロサンゼルス［アメリカ］
第14回 サラエボ［ユーゴスラビア］1984

第22回 モスクワ［ソ連］
第13回 レークプラシッド［アメリカ］1980

第21回 モントリオール［カナダ］
第12回 インスブルック［オーストリア］1976

第20回 ミュンヘン［西ドイツ］
第11回 札幌［日本］1972

第10回 グルノーブル［フランス］
第19回 メキシコシティー［メキシコ］1968

第9回 インスブルック［オーストリア］
第18回 東京［日本］1964

第8回 スコーバレー［アメリカ］
第17回 ローマ［イタリア］

1960

第7回 コルチナ・ダンペッツオ［イタリア］
第16回 メルボルン［オーストラリア］／ストックホルム［スウェーデン］1956

1952
1948
1944
1940
1936
1932
1928
1924
1920
1916
1912
1908
1904
1900
1896

第30回 ロンドン［イギリス］2012
第21回 バンクーバー［カナダ］2010

第20回 トリノ［イタリア］2006

第19回 ソルトレークシティ［アメリカ］2002

第18回 長野［日本］1998

第17回 リレハンメル［ノルウェー］1994

第15回 カルガリー［カナダ］
第24回 ソウル［韓国］

1988

第22回 ソチ［ロシア］2014
2016 第31回 リオデジャネイロ［ブラジル］

第23回 平昌［韓国］2018
2020 第32回 東京［日本］

第12回 平昌［韓国］

第16回 東京［日本］

第15回 リオデジャネイロ［ブラジル］

第5回 トロント［カナダ］
第1回 エンシェルツヴィーク［スウェーデン］

オリンピック
夏季大会

冬季大会

山脇康氏
参加大会

1999
日本パラリンピック委員会創設

1989
国際パラリンピック委員会創設

1986
国際聴覚障害者スポーツ協会
と、国際精神薄弱者スポーツ協
会がＩＣＣに加盟

1952 第1回国際ストーク・マンデビル
大会開催

1948 ストーク・マンデビル病院内で車い
す患者によるアーチェリー大会を
開催。これがパラリンピックの原
点となる

1910 ドイツ聴覚障害者スポーツ協会
が創設

1888 ドイツで聴覚障害者のためのス
ポーツクラブが創設

1976 国際身体障害者スポーツ大会
が、初めて国際ストーク・マンデ
ビル競技連盟ＩＳＭＧＦと国際身
体障がい者スポーツ機構ＩＳＯＤ
の共催で行われる

1980
視覚障害者の国際的なスポー
ツ団体である国際視覚障害者
スポーツ協会ＩＢＳＡが設立

1960

第１回パラリンピックと位置づけら
れる国際ストーク・マンデビル大会
開催

国際ストーク・マンデビル大会委
員会ＩＳＭＧＣ設立

1924
国際ろう者スポーツ連盟ＣＩＳＳが
設立

第1回国際ろう者スポーツ競技大
会開催

1985
国際オリンピック委員会ＩＯＣは
国際調整委員会ＩＣＣがオリン
ピック年に開催する、国際身体
障害者スポーツ大会を「Ｐａｒａｌｙ
ｍｐｉｃｓパラリンピックス」と名乗
ることに同意する

パラリンピック・
障害者スポーツに関する
主なできごと

パラリンピック

アトランタパラリンピック開催

長野パラリンピック開催

日本パラリンピック委員会創設
財団法人日本身体障害者スポーツ協会、
財団法人日本障害者スポーツ協会に改称

トリノパラリンピック開催
山脇康氏、日本郵船株式会社、
代表取締役・副社長経営委員に就任

総合リハビリテーション研究大会、３０周年を迎える

北京パラリンピック開催
山脇康氏、日本郵船株式会社、
代表取締役副会長・副会長経営委員に就任

バンクーバーパラリンピック開催

山脇康氏、公益財団法人
日本障害者スポーツ協会理事に着任
日本郵船株式会社、特別顧問に就任

ロンドンパラリンピック開催
山脇康氏、
日本パラリンピック委員会副委員長に着任

山脇康氏、国際パラリンピック委員会
理事に着任
日本郵船株式会社、顧問に就任

ソチパラリンピック開催
公益財団法人日本障害者スポーツ協会、
公益財団法人日本障がい者スポーツ協会に改称
スポーツ振興の観点から行う障害者スポーツに
関する事業を厚生労働省から文部科学省に移管

山脇康氏、東京オリンピック・パラリンピック
競技大会組織委員会副会長に着任
日本パラリンピック委員会委員長に就任

公益財団法人日本障がい者スポーツ協会、
創立５０周年記念式典を開催

山脇康氏、日本財団パラリンピック
サポートセンター会長に着任

国際ろう者スポーツ連盟（ＣＩＳＳ）が設立
第１回国際ろう者スポーツ競技大会

（現、デフリンピック）がパリにて開催される
これが国際的な障がい者のスポーツ大会の
始まりとなる

ロンドンオリンピックにあわせて、ストーク・マンデビ
ル病院内で車いす患者（英国退役軍人）による
アーチェリー大会を開催。これがパラリンピックの
原点となる

山脇康氏、愛知県に生まれる

東京パラリンピック開催
財団法人日本肢体不自由者リハビリテーション
協会（現・公益財団法人日本障害者リハビリテー
ション協会）設立

財団法人日本身体障害者スポーツ協会
（現・公益財団法人日本障がい者スポーツ協会）
設立
第１回全国身体障害者スポーツ大会、
岐阜県にて開催される
これが全国的な競技会の始まりとなる

財団法人日本肢体不自由者リハビリテーション
協会、財団法人日本障害者リハビリテーション協
会に改称

山脇康氏、日本郵船株式会社入社

財団法人日本障害者リハビリテーション協会、
障害者リハビリテーション振興基金を創設

財団法人日本障害者リハビリテーション協会、
障害者リハビリテーション指導者養成研修を開始

財団法人日本障害者リハビリテーション協会、
総合リハビリテーション研究大会を開催

2006

2008

2011

2012

2013

2014

2015

1948

1970

平成18
2006

平成19
2007

平成20
2008

平成22
2010

平成24
2012

平成26
2014

平成27
2015

平成10
1998

平成11
1999

平成8
1996

昭和62
1987

昭和59
1984

昭和56
1981

昭和45
1970

昭和40
1965

昭和39
1964

昭和23
1948

大正13
1924

世相山脇康氏 略歴

日中平和友好条約を調印1978

アポロ11号が人類初の月面有人着陸1969

ロッキード事件が表面化1976

東海道新幹線が開業1964

朝鮮戦争が勃発1950
安全保障条約を締結1951
日本の高度経済成長の開始1955

オイルショックが始まる1973

1947 日本国憲法が施行
1945 第二次世界大戦が終戦

リーマンショックが起こる2008

東日本大震災が発生2011

阪神・淡路大震災が発生1995

香港が中国に返還される1997

東北、上越新幹線が開業1982


